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研究要旨 

本 研 究グ ル ー プ の 目 的 は 感染 症 発 生 動 向 調 査 を疫 学 的 ・ 統 計 学 的 な 面 か ら 評

価 し 、 有 効 利 用 に つ い て の改 善 を 考 え 、 必 要 な提 言 を 行 う こ と で あ る 。 本 年 の

検 討 結 果 、 RS ウイ ル ス 感染 症 の 警 報 の 開 始 ・終 息 基 準 値 は ５ ， ２で 実 施 可 能 、

RS ウ イ ル ス 感 染症 の 罹 患数 推 計 に つ い て も 実際 に 計 算 可 能 と な った 。 2019/20

シ ー ズ ン の イ ン フ ル エ ン ザ型 別 罹 患 者 数 は 、 前年 と 比 較 す る と A(H1)pdm お よ

び Ｂ は 同 程 度 、 A(H3)は 極 端 に 少な か っ た 。  

 

A．研究目的 

 疫 学的 ・ 統 計 学 的 な 視 点か ら 、 感 染

症 サ － ベ イ ラ ン ス を 評 価 し、 必 要 な 改

善 点 ・ 方 法 を 検 討 ・ 提 案 する こ と を 目

的 と し 、 グ ル ー プ 研 究 を 実施 し た 。 具

体 的 に 検 討 し た 課 題 は 、 以下 の 5 つ で

あ る 。  

 

1. 警 報 ・注 意 報 の 発 生  

2. 罹 患 数の 推 計  

3. イ ン フル エ ン ザ 型 別 罹患 数 の 推 計

4. 全 数 把握 対 象 疾 患 の 検討  

5. グ ル ープ 報 告 書 の ア ーカ イ ブ 化  

 

B．研究方法 

 感 染症 発 生 動 向 調 査 で 収集 さ れ て い

る デ ー タ を 使 用 し た 。  

 

 (倫理面への配慮） 

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含む デ ー タ

を 取 り 扱 わ な い た め 、 個 人情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。「 人 を 対 象

と す る 医 学 系 研 究 に 関 す る倫 理 指 針 」

の 適 用範 囲 で は な い が 、 資 料 の 利 用 や

管 理 など 、 そ の 倫 理 指 針 の 原 則 を 遵 守

し た 。  

 

C．研究結果 

 個 々の 課 題 の 詳 細 に つ い て は 、 別 途

報 告 する 。 主 な 結 果 は 以 下 の と お り で

あ る 。  

 

1.  警 報 ・注 意 報 の 発 生  

2019 年 の デ ー タ を 加 え て 警 報 ・ 注 意

報 の 発生 状 況 を 観 察 ・ 検 討 す る と と も

に 、 同シ ス テ ム の 警 報 ・ 注 意 報 の 基 準

値 変 更の 必 要 性 に つ い て 検 討 し た 。

2019 年 の 警 報 発 生 割 合 は 2009～ 2018

年 の それ と 比 較 す る と 、 イ ン フ ル エ ン

ザが 11.8％ 、 手 足 口 病 19.0％ 、 伝染

性 紅斑 11.4％ と 高 く 、 流 行 性 耳 下 腺 炎

0.0%と低 か っ た 。 こ の 発 生状 況 は 流 行

状 況 を反 映 し た も の と み な さ れ た 。 水

痘 に つい て は 、 2016 年 度 か ら 警 報 開 始

「 2」 、 終 息基 準 値 「 1」 に 変 更 し て い

る が 、こ の 基 準 に よ る 水 痘 の 2019 年
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警 報 発 生 割 合 は 2.4％ で あり 、 現 行 の

水 痘 の 警 報 開 始 、 終 息 基 準値 「 2、 1」

は 適 切 で あ る と 判 断 し た 。よ っ て 、 各

対 象 疾 患 に つ い て 警 報 ・ 注意 報 の 基 準

値 の 変 更 は 必 要 な い と 判 断さ れ た 。  

RS ウ イ ル ス 感 染症 の 警 報発 生 の た め

の 検 討 を 行 っ た 。 本 年 度 は、 2019 年デ

ー タ を 追 加 し 2015～ 2019 年 5 年 間の

デ ー タ に 基 づ き 、 発 生 頻 度分 布 の 観 察

お よ び 警 報 基 準 値 に つ い て検 討 し 、 昨

年 度 示 し た 開 始 基 準 値 「 5」 、 終息 基

準 値 「 2」 の 適 切 性 に つ いて 検 討 し

た 。 そ の 結 果 、 警 報 レ ベ ルの 頻 度 は 、

2015 年 3.7％ 、 2016 年 3.0％ 、 2017 年

5.7％ 、 2018 年 3.4％ 、 2019 年 5.3％

で あ り 、 従 来 の 定 点 把 握 対象 疾 患 の 警

報 レ ベ ル の 頻 度 に 相 当 す る、 5％前 後

に な る こ と が 確 認 さ れ た 。昨 年 度 示 し

た 、 警 報 の 開 始 基 準 値 「 5」 、 終息 基

準 値 「 2」 は 適 切 で あ る と確 認 さ れ

た 。  

 

2.  罹 患 数 の 推 計  

本 年 度 は 2019 年 ま で の 罹患 数 推 計

値 の 推 移 を 解 析 す る と と もに 、 RS ウイ

ル ス 感 染 症 の 2019 年 の 推計 実 施 を 試

み た 。 推 移 の 解 析 と し て 、感 染 症 発 生

動 向 調 査 に 基 づ く イ ン フ ルエ ン ザ 、 小

児 科 定 点 対 象 疾 患 、 眼 科 定点 対 象 疾 患

の 2019 年 罹患 数 推 計 値 のデ ー タ を 追

加 し 、 年 別 、 週 別 、 お よ び、 年 齢 階 級

別 の 週 別 全 国 罹 患 数 推 計 値の 推 移 を ま

と め た 。 イ ン フ ル エ ン ザ では シ ー ズ ン

別 の 推 移 に つ い て も 併 せ て検 討 し た 。

小 児 科 定 点 対 象 疾 患 ・ 眼 科定 点 対 象 疾

患 の 2019 年 の 推 計 値 で は、 手 足 口 病

（ 213 万人 ） 、 伝 染 性 紅 斑（ 62 万 人）

で こ れ ま で の 推 計 値 の 中 では 高 い 水 準

で あ り 、 一 方 、 感 染 性 胃 腸炎 （ 530 万

人 ） 、 水 痘 （ 31 万 人 ） 、突 発 性 発 疹

（ 35 万 人 ） 、 流行 性 耳 下腺 炎 （ 10 万

人 ） 、 急 性 出 血 性 結 膜 炎 （ 0.5 万 人 ）

で は い ず れ も 年 間 罹 患 数 とし て 最 も 少

な か っ た 。 イ ン フ ル エ ン ザは 2019 年

が 1,455 万 人 で あ り 、 シ ーズ ン 別 に 見

る と 2018/2019 年 シ ー ズ ンで は 1,247

万 人 と 、 2006/2007 年 の シー ズ ン 以 降

13 シ ー ズ ン の 中で は 3 番目 に 少 な か っ

た 。 RS ウ イ ル ス感 染 症 の罹 患 数 推 計 を

試 み 、 2019 年 は 68.3 万 人 と試 算 さ

れ 、 報告 数 の 4.9 倍 で あ った 。  

 

3.  イ ン フル エ ン ザ 型 別 罹 患 数 の 推 計  

 イ ンフ ル エ ン ザ の 週 別 推 計 罹 患 数 と

病 原 体情 報 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、

2015 年 第 19 週 か ら 2020 年第 15 週 の

イ ン フル エ ン ザ 型 別 罹 患 数 (0-4 歳 、 5-

19 歳 、 20-59 歳 、 60 歳 以 上の 年 齢 階 級

別 を 含む )を推 計 し た 。 2019/20 シ ー ズ

ン の イン フ ル エ ン ザ 型 別 罹 患 者 数 を 前

年 と 比較 す る と 、 A(H1)pdm お よ び Ｂ は

同 程 度、 A(H3)は 極 端 に 少な っ た 。  

 イ ンフ ル エ ン ザ の ウ イ ル ス 病 原 体 情

報 の 検体 数 の 推 移 を 経 時 的 に ま と め

た 。 2019/20 年 シ ー ズ ンは 9 月 か ら 12

月 に かけ て 、 感 染 症 法 改 正 以 降 最 多 の

検 体 数が 提 出 さ れ て お り 、 A(H1)pdm 型

が 優 勢で あ っ た 。 1 月 以 降、 提 出 さ れ

る 検 体数 は 著 し く 減 少 し 3 月 以 降 は ほ

ぼ ゼ ロと な っ た 。 ウ イ ル ス 型 別 割 合 の

推 移 は検 体 数 の 加 重 平 均 に よ り 滑 ら か

に 示 され た 。  

 

4.  全 数 把握 対 象 疾 患 の 検 討  

 感 染症 発 生 動 向 調 査 の 4 類 感 染 症 と

5 類 感 染症 全 数 把 握 対 象 疾患 に つ い

て 、 患者 報 告 情 報 の 有 効 活 用 方 法 の 検

討 と して 、 多 発 現 象 の 検 出 方 法 を 開 発

す る こと を 目 的 と し た 。 本 年 度 は 5 類

感 染 症全 数 把 握 対 象 に 適 用 し た 。 多 発

現 象 の検 出 方 法 と し て は 、 観 察 単 位 を

都 道 府県 の 週 、 多 発 を 報 告 数 が 多 い こ

と と し、 1 週 間 の 報 告 数 が基 準 値 以 上

を 多 発と 判 定 し た 。 基 準 値 は 都 道 府 県

ご と に、 過 去 5 年 間 の 週 別報 告 数 分 布

か ら 、発 生 確 率 1％ 未 満 に 対 応 す る 値

に 定 めた 。 5 類 感 染 症 全 数把 握 対 象 疾

患 の 適用 結 果 か ら 、 い く つ か の 疾 患 で

は 、 2019 年 に 全 国 的 な 多 発 現 象 が み ら

れ た が、 都 道 府 県 ・ 週 に 特 別 な 発 生 傾

向 は みら れ な か っ た 。 3 年 間 の 検 討 結

果 か ら、 多 発 現 象 の 検 出 方 法 に つ い

て 、 4 類感 染 症 と 5 類 感 染 症 全 数 把 握

対 象 疾患 へ の 適 用 可 能 性 が 確 認 さ れ る

と と もに 、 専 門 家 向 け の 注 意 喚 起 の 情

報 提 供と し て 、 一 定 の 有 用 性 が あ る と

示 唆 され た 。  

 カ ルバ ペ ネ ム 耐 性 腸 内 細 菌 科 細 菌 感
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染 症 （ CRE）、 バ ン コ マ イシ ン 耐 性 腸

球 菌 感 染 症 （ VRE） 、 薬 剤耐 性 ア シ ネ

ト バ ク タ ー 感 染 症 （ MDRA）に つ い て 感

染 症 発 生 動 向 調 査 の 報 告 数を も と に 時

間 集 積 性 の 有 無 に つ い て 検討 し た 。

2015 年 第 1 週 （診 断 週 ）か ら 2019 年

第 52 週 ま でに 報 告 さ れた CRE、 VRE、

MDRA に つ い て 、 1 年 を 4 期間 に 区 分 し

（ 第 1-13 週 、 第 14-26 週 、第 27-39

週 、第 40-52(53)週 ） 4 期 間別 の 報 告

患 者 数 を 比 較 し た 。 CRE に つい て は 有

意 な 分 布 の 差 が 観 察 さ れ たが 、 VRE お

よ び MDRA で は 分 布 の 差 は観 察 さ れ な

か っ た 。 同 期 間の CRE 報 告 数 に は 時間

集 積 性 が あ る 可 能 性 が 考 えら れ た 。  

 

5.  グ ル ー プ 報 告 書 の ア ー カ イブ 化  

グ ル ー プ 報 告 書 の ア ー カ イブ 化 を 進

め 、 ホ ー ム ペ ー ジ

(https://www.lab.toho-

u.ac.jp/med/stat/surveillance/inde

x.html)に これ ま で の 報 告書 を 掲 載 し

た 。  

 

D．考察 

2019 年 の 感 染 症発 生 動 向調 査 デ ー タ

を 入 手 し 、 現 存 デ ー タ に 追加 す る こ と

で 、 前 述 し た 各 テ ー マ に つい て 検 討 を

加 え た 。 い ま だ 感 染 症 発 生動 向 調 査 シ

ス テ ム （ NESID） に 導 入 され て い な

い 、 RS ウ イ ル ス感 染 症 の警 報 お よ び 罹

患 数 推 計 に つ い て ３ 年 間 の検 討 を 進 め

て き た が 、 こ れ ら 検 討 の 成果 と し て 、

RS ウ イ ル ス 感 染症 に つ いて も 、 他 の 定

点 把 握 対 象 疾 患 と 同 様 、 警報 お よ び 罹

患 数 推 計 を 実 装 可 能 で あ るこ と が 示 さ

れ た と い え る 。 今 後 、 国 の感 染 症 発 生

動 向 調 査 シ ス テ ム （ NESID） の 仕様 に

反 映 さ れ る こ と が 望 ま れ る。  

 

E．結論 

 本 年度 の 検 討 の 結 果 、 RS ウ イ ル ス感

染 症 の 警 報 の 開 始 ・ 終 息 基準 値 は ５ ，

２ で 実 施 可 能 と な り 、 RS ウ イ ル ス 感染

症 の 罹 患 数 推 計 に つ い て も実 際 に 計 算

可 能 と な っ た 。 2019/20 シ ーズ ン の イ

ン フ ル エ ン ザ 型 別 罹 患 者 数は 、 前 年 と

比 較 す る と 、 A(H1)pdm お よ び Ｂ は 同程

度 、 A(H3)は 極 端 に 少 な かっ た 。  

 

G．研究発表 

1．論文発表 

1)  K a w a do  M ,  H a sh i mo t o  S ,  O h ta  A ,  O b a  
MS,  U e ha r a  R ,  T an i g uc h i  K ,  S un a ga w a  
T ,  N a g a i  M ,  Mu r ak a m i  Y .  Es t i ma t i n g  
na t i o nw id e  c a se s  o f  s e xu a l ly  
t r a n s m i t t e d  d i se a s e s  i n  2 01 5  f r o m 
se n t in e l  s u r v e i l l a nc e  da t a  i n  J a pa n .  
B MC In f ec t  D i s .  2 0 2 0 ;2 0 :7 7 .  

 

2．学会発表 

1)太 田晶 子 , 橋 本修 二 , 川 戸 美 由 紀 , 

大 庭 真梨 , 上 原 里程 , 谷口 清 州 , 砂

川 富 正 , 永 井 正 規 , 村 上 義孝 . 感 染

症 発 生動 向 調 査 に 基 づ く 検 討  第 1

報  RS ウ イ ル ス 感 染 症 の 警報 発 生 . 

日 本 公衆 衛 生 雑 誌 ， 2020;67（ 特別

付 録 ） :424. 

2)川 戸美 由 紀 , 橋本 修 二 , 太 田 晶 子 , 

大 庭 真梨 , 村 上 義孝 , 上原 里 程 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 . 感 染

症 発 生動 向 調 査 に 基 づ く 検 討  第 2

報  RS ウ イ ル ス 感 染 症 の 罹患 数 推 計 . 

日 本 公衆 衛 生 雑 誌 ， 2020;67（ 特別

付 録 ） :424. 

3)村 上義 孝 , 大 庭真 梨 , 橋 本 修 二 , 川

戸 美 由紀 , 太 田 晶子 , 上原 里 程 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 . 感 染

症 発 生動 向 調 査 に 基 づ く 検 討 第 3 報  

イ ン フル エ ン ザ の 型 別 罹 患 数 の 推

計 . 日 本 公 衆 衛 生雑 誌 ， 2020;67

（ 特 別付 録 ） :424. 

4)大 庭真 梨 , 村 上義 孝 , 橋 本 修 二 , 川

戸 美 由紀 , 太 田 晶子 , 上原 里 程 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 . 感 染

症 発 生動 向 調 査 に 基 づ く 検 討 第 4 報  

イ ン フル エ ン ザ 病 原 体 情 報 の 検 体 情

報 の 変化 . 日 本 公衆 衛 生 雑誌 ，

2020;67（ 特 別 付 録 ） :425. 

5)橋 本修 二 , 川 戸美 由 紀 , 太 田 晶 子 , 

大 庭 真梨 , 村 上 義孝 , 上原 里 程 , 谷

口 清 州 , 砂 川 富 正 , 永 井 正規 . 感 染

症 発 生動 向 調 査 に 基 づ く 検 討  第 5

報  4 類 感 染 症 の 多 発 現 象 の 検 出 . 日

本 公 衆衛 生 雑 誌 ， 2020;67（ 特 別付

録 ） :425. 
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1．特許取得 

 な し  

 
2．実用新案登録 

 な し  

 
3．その他  
 な し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


